
第3回 信濃町企業誘致推進委員会次第 

平成24年11月９日（金）13：00～ 

信濃町役場 産業観光課 

14：00～ 

長野市 お山の発電所 

 

出席者：佐藤委員長（副町長）、浅野英彦副委員長、棚橋靖氏、三沢秀男氏 

佐藤産業観光課長、事務局：荒井係長、（視察のみ丸山環境係長） 

 

１ 開 会(浅野副委員長) 

これより第3回企業誘致推進委員会を開催します。 

 

２ 挨 拶(佐藤委員長) 

今日は、お山の発電所の視察もこの後行います。企業誘致にもつながる大切な事かとも思い

ます。長野森林資源利用事業協同組合は信濃町が考えている森林活用を行っている企業です

し、企業誘致構想の一つでもあります。視察の後にもご意見をいただきたいと思っています。 

 

３ 検 討 事 項 

現状報告 

・現在訪問等している企業について（担当から） 

事務局 前回開催から今回までの間の出来事をお知らせします。前回8月開催直後に信濃電

気製錬から関連企業を自社の敷地内か近くに呼びたいとのご相談を受けました。具体

的には土田商店（薬品を希釈し販売している企業で、現在茅野市に工場あり）が、工

場敷地面積が手狭になってきたため、もう少し広い場所に移りたいとの事で、8月下

旬に信濃電気製錬と信越アステックス、土田商店の代表の皆様が来られました。当日

の説明会では、信濃町へ企業が来る際の手続きについて各係から説明をさせていただ

きましたが、周辺に拡張するとしても農振地域で更に都市計画道路上、また近くに県

住もある場所のため手続き等大変であることを伝えました。 

委員長 補足説明をします。先月30日に委員と訪問した際に伺った話ですと、先方として

は信濃町に断られたとの認識でした。 

事務局 次にミスズライフの黒姫工場が富士里の憩いの家のそばにありますが、そちらの

工場敷地内に新しく工場の増設していただく事となり、現在建設中です。こちらの完

成が年内でして、完成し次第雇用が発生することになっています。 

 

－誘致を進めている企業内容なので省略－ 

 

少し話はそれますが教育委員会のご協力ものと、学校とサンクゼールとの共同事業

としまして「メモリアルボトル」企画を遂行しました。サンクゼールの持っている資

源を学校と結び付ける、そして将来の町事業へ結びつける事業になったものと思って

います。企業誘致とは違いますが、企業との橋渡しといった点で行った事業がありま



したので報告させていただきました。 

・各委員から報告 

－特になし－ 

 

４ その他 

・次回開催 2月定例会 

（年4回 5月・8月・11月・2月を定例会 その他必要に応じて開催） 

委員長 次に、次回開催予定について2月のいつ頃がよろしいかお伺いします。 

委員 2月は議会が予定されています。2月上旬か1月下旬でお願いしたいと思います。 

 

５ お山の発電所視察 

委員長 次に発電所視察について説明をお願いします。 

事務局 これより飯綱のお山の発電所の視察を行いますが、何も知らずに視察をするので

はいけませんので、簡単に説明をさせていただきます。 

－資料に基づき説明－ 

以上、簡単な内容ですが事前に承知いただいた上でこれから視察に行きたいと思い

ます。 

 

休会 午後1時30分 

 

－お山の発電所視察－ 

 

再開 午後4時 

 

委員長 それでは、皆さんの感想も含め伺いたいと思います。 

委員 森林を活用した事業展開ができるといいですね。 

委員長 1村1エネルギー政策にも乗れますし、森林整備にもつながるし、事業として成り

立つし、それに伴う事業の雇用拡大にもつながる。 

委員 今、伐採した山は林地残材が多くみられる。材を購入してあげれば伐採した山は

綺麗になる。 

 

６ 閉 会 

副委員長 今日は長い時間でしたがありがとうございました。 

 

閉会午後5時



視察のための基礎資料 

 

視察目的 
森林面積7割を占めるバイオマス（特に木）を利用した事業に着目。森林の利用が活性化され、森

林の整備・雇用確保が進めることを行い、関連企業誘致と起業につなげたい。そこで、既に事業化

されている企業を視察し、どのような事業展開が当町ではできるか先進地の視察を行い考察する。 

 

 

長野森林資源利用事業協同組合（いいづな お山の発電所の経営母体） 

所在地 長野県長野市中曽根 2188 番地 5 

設立年月日 平成 15年 6 月 4日 

地 区 長野市、須坂市、長野県上水内郡信濃町、長野県上水内郡牟礼村 

出資金 7,000,000 円 

組合員数 
7 社（地域で営業する林業事業者、産業廃棄物処理業者、建設業者、製

材業者、肥料製造業者で構成） 

 

 

いいづな お山の発電所 

施設整備 
609,000 千円（290,000 千円は RPS 認定による補助金） 

平成 15 年度県産材供給体制整備事業（森のエネルギー推進事業） 

稼働状況 平成 17年 3 月より稼働 

施設処理能力 1,100～1,500kw/h 

チップ燃焼 2t/h 

燃料費 500 円/t 

電気生産量 
1,300kw/h 

150kw/h は自社施設で消費 1,150kw/h は電力会社へ売電 

 

 

木材リサイクルセンター（宮澤木材産業(株)リサイクルセンター） 
設 立 昭和 59年 4 月 23 日 

資 材 
建築・建設現場から発生する建築廃材（70％）、林業現場の間伐材（20％）、

製材木工現場の木工加工くず（10％） 

資材発生量 15 千ｔ/年 

チップ化 50mm 以下 

 


